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太志さん・久美子さん次女
（３歳９カ月・野中）
朋義さん・かおりさん長男

　元気いっぱいで活発な「しおり」。
ごっこ遊びやお絵描きが好きで、い
つもお姉ちゃんと一緒に遊んでいま
す。最近は着替えやお片付けも早く
できるようになってきたね。大きな
けがをしないように、そして、みん
なに優しくできる子になってほしい
な。  　　　　　　　　 　　 久美子

　いつもニコニコ、みんなとにぎや
かに遊ぶのが大好きな「はる」。大
きな車が大好きで、よくトミカやユ
ンボのおもちゃを並べて遊んでいま
す。食器運びやテーブル拭きのお手
伝いを頑張ってくれるね。優しくて、
思いやりのある子になってほしいで
す。　　　　　　　　　　　かおり
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千葉  與八さん
（84歳・元木）
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葛巻の皆さんの温かさに感激

◆勤め先は？
　葛巻病院前の日本調剤葛巻薬局で薬剤
師として勤務して２年目になります。ど
んなに忙しいときでも患者さんに笑顔で
接するよう心がけています。
◆自分の性格は？
　血液型はＡ型。「マイペースだね」とよ
く言われます。
◆趣味・特技は？
　テレビでのスポーツ観戦です。プロ野
球やテニス、フィギュアスケートをよく
見ています。先月は夢中になってソチオ
リンピックを見ていました。
◆今、一番したいことは？
　スキー場も近いのでスノーボードを始
めたいですね。
◆理想の男性像は？
　おだやかで相手の気持ちを考えられる人。
◆将来の夢は？
　患者さんから頼りにされるような薬剤
師になっていたいです。
◆最後にひと言
　盛岡市出身ですが、葛巻の皆さんの温
かさに感激しています。これからも皆さ
んの健康のために頑張っていきます。
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町民のひろば町民のひろば
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【２月３日・葛巻保育園】【２月３日・葛巻保育園】節分・豆まき節分・豆まき

これからも お気軽にお立ち寄りください

「日曜ＪＡＺＺ喫茶」が新町に移転
　平成18年８月、下町の郷土資料館に開設された「ちょっと日曜
ＪＡＺＺ喫茶」。町民の憩いの場として親しまれてきましたが、こ
のたび、建物の老朽化により同資料館の解体工事が決定。これによ
り、ＪＡＺＺ喫茶は空き店舗になっていた旧照昌書店（新町）に移
転し、１月から営業を再開しています。
　運営する藤岡徹さん（新町）は「今の場所は以前、書店だったこ
ともあり書棚が豊富でレコードやＣＤが並べられて便利。目的がな
くても皆さんが気軽に立ち寄れる場を提供し、これからも仲間との
交流の輪を大切にしていきたいですね」と笑顔で話します。
　開店当時から通っているという丹内ゆきさん（小田）は「音楽も
好きですが、ここに集まる皆さんとの会話がもっと好きです。一人
でも気楽に立ち寄れる居心地の良さは、場所が移っても変わらない
ですね」と微笑みます。
　日曜ＪＡＺＺ喫茶は移転
前と同様、毎週日曜日の午
後から開店しています。利
用料金は100円。皆さんも
日曜ＪＡＺＺ喫茶にちょっ
と立ち寄ってみませんか。

【２月７日・モウモウ館【２月７日・モウモウ館】】第25回高原の夕べ  第25回高原の夕べ  森のワインパーティー森のワインパーティー

昭和30年前後の江刈村を６年間、地道に研究

町臨時職員の倉
くら

片
かた
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さん
　倉片啓さん（38歳･田子）は、２月12日から23日まで町総合セ
ンターで企画展「昭和30年前後の江刈の人々」を開き、当時の写
真や文集など約100点を展示しました。また、16日には、同センター
で「戦後の江刈と中野清見を語る会」を開き、倉片さんが６年間調
査を行ってきた研究成果を発表しました。
　倉片さんは、大阪大学大学院に在籍していた平成20年から、昭
和30年前後の江刈村と当時の中野清見村長の酪農を中心とした「新
しい村づくり」に注目。文献資料が少なく、町を年に２～３回訪れ
ては町民から聞き取りを行い調査を進めてきました。昨年４月から
町教育委員会に臨時職員として勤務しながら、さらに地元に密着し
た調査を進めています。倉片さんは「中野村長下での農地改革は全
国でもまれにみる徹底ぶり。県
内外から移住してきた多くの人
が村民と交流したことで新しい
村づくりに発展しました。歴史
を振り返り、ふるさとや地域の
魅力を再確認する機会にしてほ
しい」と言葉に力を込めます。 写真の説明を行う倉片さん


